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1 植物，動物組織，鉱物などを水で 100 倍希釈する作業を 10 数回から 30 回程度繰り返して作った水
を砂糖玉に染みこませた「レメディー」を服用することで治療する医療。容易に分かるように，レメ





2010 年 8 月 24 日に出された日本学術会議会長談話2でその使用を慎むように国民に呼び掛けた。さら
には，「すべての関係者はホメオパシーのような非科学を排除して正しい科学を広める役割を果たさな
くてはなりません」と学術関係者に呼び掛けた。この会長談話は，2008 年に制定された声明「科学者










                                                                                                                                                               
ディーには元の植物などを構成する分子は 1 分子も含まれていない。 
2 http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-21-d8.pdf 
3 http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-s168-1.pdf 
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実施事業 実施年月日 実施内容 
公開シンポジウム 2016/2/20 テーマ：科学と社会とのより良い関係へ向けて 
科学・技術と社会 II 2015/12/3-4 
研究不正防止 WS モジュール 
研究の社会的インパクト講義 
ELSI ディスカッションモジュール 
研究の将来像 WS モジュール 
後期 フレッシュマン・コース 
（科学・技術と社会 I） 2015/10/6-7 
最良の研究者像 WS モジュール 
研究と社会の関係史講義 
科学コミュニケーション WS モジュール 
「若 手 研 究 者 の た め の STS  
講習」（国立台湾大学） 2015/9/5-6 
研究不正防止 WS モジュール 
研究者と社会の関係史講義 
科学コミュニケーション WS モジュール 
JAXA 学融合レクチャー 
「研究と社会」 2015/9/1-2 
論文撤回 WS モジュール 
研究の社会史講義 




2015/7/31 研究不正防止 WS モジュール 
前期 フレッシュマン・コース 
（科学・技術と社会 I） 2015/4/7 
最良の研究者像 WS モジュール 
研究と社会の関係史講義 
科学コミュニケーション WS モジュール 
JAXA でのワークショップ 2015/3/6 研究の将来像 WS モジュール 
科学・技術と社会 II 2014/12/4-5 研究の将来像 WS モジュール 
生命科学リトリート 2014/10/16 研究不正防止 WS モジュール 
後期 フレッシュマン・コース 
（科学・技術と社会 I） 2014/10/9,10 
最良・最悪の研究者像 WS モジュール 
研究と社会の関係史講義 
科学コミュニケーション WS モジュール 









アリゾナ州立大学 PhD Plus プログラム担当教員へ
の聞き取り調査，AAAS 科学技術政策フォーラムで
の情報収集 




公開シンポジウム 2014/2/23 テーマ：大学院における「科学と社会」教育の今後 
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アメリカ科学振興協会(AAAS)
年会での調査 2014/2/13-17  
シンガポール STS 研究者との
研究会 2014/1/6-7 一日目：研究発表 2 日目：教育実践発表 
科学・技術と社会 II 2013/12/5-6 研究の将来像 WS 




国内 STS 研究者との研究会 2013/3/29-31 テーマ：人文社会系研究者は他分野の大学院教育
にどのように貢献できるか 
シンガポール国立大学・南洋工
科大学での聞き取り調査 2013/3/19-24 STS 関連教員への聞き取り調査 







Times Higher Education 世界ランキング 2012 
のトップ 200 までの大学を対象に，「科学と社会」教
育の先行事例調査を未来工学研究所へ依頼 





総研大フォーラム 2011/10/1 「震災，原発，エネルギー」（池内ほか） 
総研大レクチャー 2011/8/5-7 「科学コミュニケーション」（森田洋平ほか） 

















学術映像教育検討会（全 4 回） 2009-2010 担当者：野村雅一 
アジア学術状況調査 2009-2010   
全学合同フォーラム 2009/11/16 「未来ある人類社会の構築」 
 
備考 
学融合推進センター運営委員会（第 13 回）2012 年 6 月 20 日にて，長谷川（委員長），伊藤，飯田，標葉，
見上，平田を委員とする新特別委員会が承認された。それ以前は 2009 年 3 月 16 日〜2012 年 3 月 19 日
の間に 10 回，特別委員会を開催（平田主査）。 
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1. これまでの歩み 
1.1 前期：プログラム発足当初の展開（平成 23 年度まで） 



























                                                   
4 先導科学研究科では，エフォートの 10％程度を科学と社会に関する研究にあて，小論文を作成する
ことが，学位取得の要件となっている。 












1.2 後期：「科学と社会」教育プログラムの展開（平成 24 年度以降） 










なり，その目的はこの 4 年間で十分に達成された。以下，年度ごとに活動の概要を述べる。 
	 	 平成 24 年度は，実際の教育カリキュラムの作成，国内外の「科学と社会」教育事例の調査（第
２章参照），学内外での調査と広報活動，全学における「科学と社会」教育送信事業が行われた。
7 月 23 日から 26 日および 1 月 24 日から 25 日に，「学術映像の基礎」が総研大レクチャーとし
て行われた。12 月 20 日に，「学術映像の夕べ 2012」と題する公開上映会を大船で開催し，これ
まで本事業で行ってきた科学映像の教育の成果を公表した。この年に，その後の「研究者と社会」
授業のプロトタイプとなるシラバスが作成され，研究者倫理，研究の社会史，研究と社会の相互
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 平成 25 年度は，前年度に策定した授業案を実施に移しつつ，国外の実施例を参考に授業研究
を続けた。先導科学研究科の「科学・技術と社会 I」（7 月 4・5 日）および「科学・技術と社会
II」（12 月 5・6 日）を「科学知の総合化」特別委員会が担当して全学向け授業として実施し，「科




















































院大学で「分野の将来ビジョン」についてのワークショップ，10 月 3 日に JAXA（宇宙航空研究
開発機構）／総研大宇宙科学専攻において「研究の将来像」についてのワークショップ，10 月
16 日・17 日の生命科学リトリートにおいて，研究者倫理についてのワークショップを開催し，
再び 3 月 6 日に研究の将来像についてのワークショップを JAXA／宇宙科学専攻で開催した。他
大学の「科学と社会」分野関連研究者との連携としては，3 月 9 日，政策研究大学院大学とクロ
ーズドなワークショップを開催し，今後の高度知識人財育成についての意見交換と，連携の可能
性を模索した。また，この年には国立台湾大学との連携を企画し，12 月と 3 月に台湾に赴いて，
打ち合わせと授業の試行を行ったほか，広報活動の一環として，これまでの活動をまとめた論文
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を国内誌に出版し，４つの国内外の学会で活動紹介を行った（1.4 参照）。 








く，今後の協力の継続が計画されている。広報活動としては，2 月 20 日に，最終年度シンポジウ
ム「科学と社会とのより良い関係へ向けて」を実施し（1.3 節参照），６年間の活動成果をまとめ
た本報告書を作成した。 

























開催日	 2013 年 2 月 9 日（土） 



















開催日	 2014 年 2 月 23 日（日） 
会場	 東京コンファレンスセンター品川 4 階・406 室 
登壇者（敬称略） 
長谷川眞理子	 （総合研究大学院大学 先導科学研究科） 
児玉晴男	 （総合研究大学院大学 文化科学研究科メディア社会文化専攻） 
田中秀治	 （総合研究大学院大学 高エネルギー加速器科学研究科 素粒子原子核専攻） 
斉藤卓也	 （文部科学省 大臣官房 政策課 評価室長／（併）科学技術改革タスク 
フォース戦略室長／（併）科学技術・学術政策局 政策科学推進室次長） 
 
















開催日時	 2016 年 2 月 20 日（土） 




南部篤（生理学研究所／総研大 生命科学研究科 教授） 
松原英雄（宇宙航空研究開発機構(JAXA)／ 総研大 物理科学研究科 教授） 
朱有田（Ju, Yu-Ten; 国立台湾大学 動物科学技術学系 准教授） 
呉嘉苓（Wu, Chia-Ling; 国立台湾大学 医学系社会医学科 教授） 
青野由利（毎日新聞社 論説室専門編集委員） 
斉藤卓也（文部科学省 研究振興局 基礎研究推進室長） 





















ら——」『研究	 技術	 計画』Vol. 29 No. 2/3: 90—105.  
 
（口頭発表） 
Iida, K., Shineha, R., Nakao, H., Kikuchi, Y., Ito, K., Hirata, K., and Mariko H. “`Science and 
Society’ education for graduate students in natural sciences: A case at the Graduate 
University for Advanced Studies in Japan.” The 2nd International History, 




会論学会第 13 回年次研究大会．大阪大学豊中キャンパス．2014 年 11 月 15 日. 
標葉隆馬，飯田香穂里，中尾央，菊池好行，伊藤憲二，平田光司，長谷川眞理子．「研究者育成に
おける「科学と社会」教育の取り組み─総合研究大学院大学の事例」研究・技術計画学
会第 29 回年次学術大会，立命館大学びわこ・くさつキャンパス．2014 年 10 月 19 日． 
標葉隆馬，飯田香穂里，中尾央，菊池好行，伊藤憲二，平田光司，長谷川眞理子．「「科学と社会」
教育の現在～国内外俯瞰調査から～」 日本科学史学会第 61 回年会．2014 年 5 月 25 日． 
飯田香穂里，標葉隆馬，伊藤憲二，菊池好行，中尾央，平田光司，長谷川眞理子．「総研大におけ
る「科学と社会」教育の試み」 日本科学史学会第 61 回年会．2014 年 5 月 25 日． 
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（実施事業報告書） 
• JAXA「研究の将来像ワークショップ（１）」実施報告書．2014 年 10 月． 
• 後期フレッシュマン・コース「研究と社会」実施報告書．2014 年 10 月． 
• 生命科学リトリート「研究不正防止ワークショップ」実施報告書．2014 年 10 月． 
• JAXA「研究の将来像ワークショップ（２）」実施報告書．2015 年 3 月． 
• 前期フレッシュマン・コース「研究者と社会」 実施報告書．2015 年 4 月． 
• 学融合レクチャー「研究者と社会」実施報告書．2015 年 9 月． 
• 国立台湾大学「若手研究者のための STS 講習」実施報告書．2015 年 9 月． 
• 後期フレッシュマン・コース「研究と社会」実施報告書．2015 年 10 月． 
• 「科学・技術と社会 II」実施報告書．2015 年 12 月． 
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を概観するために，Times Higher Education が公表する 2012 年度版の世界大学ランキング 200
位までの計 202 大学を対象として，「科学と社会」教育事例の有無について調査を行った。6	 た
だし，ここでいう「科学と社会」教育プログラムとは，以下の３つの条件を満たすものを指す。 
１）「科学と社会」の知見を適用しているが，主に実務家・科学者養成を目的としたプログラム










ろう。しかしながら，マンチェスター大学生命科学部の Life Science and Society やシンガポール




                                                   
5 本章は，前章の「研究業績」に挙げた論文（標葉ほか 2014）の記述をもとにしている。 
6 調査実施は（財）未来工学研究所に依頼した（『「科学知の総合化」大学院教育に関する国内外先進
事例調査報告書』（未来工学研究所. 2013 年 3 月），および『「科学知の総合化」海外事例調査報告書』
（未来工学研究所. 2014 年 3 月））。 
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表１．地域・国別でみた「科学と社会」教育事例数 
地域・国 リスト化の対象件数 うち該当する事例数 
北米 84  10  
	  
米国 76  9  
カナダ 8  1  
欧州 85  23  
	  
英国 31  10  
オランダ 12  5  
スイス 7  1  
スウェーデン 5  1  
ドイツ 11  5  
フランス 8  1  
アジア・オセアニア 27  4  
	  
日本 5  2  
オーストラリア 8  2  










として，アリゾナ州立大学（Arizona State University）Consortium for Science, Policy & 
Outcomes（ASU-CSPO）における PhD Plus プログラム，ならびに全学向けコースワークがあ
る。 
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サイト7 によれば，これまでに 4 名（専攻はそれぞれ，物理学，化学，環境工学，バイオロジカ
ルデザイン）がこのプログラムを修了しており，その後の進路は公的機関の分析官，サイエンス・
コミュニケーター，企業研究者などとなっている。 

















                                                   
7 http://cspo.org/program/phd-program/（2016/01/05 アクセス） 
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 議論を活性化させる 
なお，スパイ役については，八木絵香・中川智絵「科学技術に関するさまざまな論点を可視化する―
科学技術に関する『論点抽出カフェ』の提案−」Communication-Design, Vol. 4: 47-64, 2011 を参考に
した。 
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3.2  各モジュールの概要 
A	 研究者倫理に関するモジュール 



















160（分） 最良の研究者像 WS 20（分） 	 導入 
10 	 個人ワーク 
70 	 グループワーク 
20 	 休憩 
40（４班の場合） 	 発表	 各班 10 分 
（発表・質疑応答各 5 分） 
10 	 休憩 
40 	 研究者倫理講義 
 —	 27	 —	 
	 
40 	 ショートエッセイ（作業 20 分・意見共有 20 分） 
 
 





















80 研究不正防止 WS 10 個人ワーク 
70 グループワーク 
15 休憩 
40 発表 各班 10 分（発表 5 分・質疑 5 分） 
5 まとめ 
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130 ワークショップ１ 15 導入 
15 個人ワーク 
60 グループワーク 
40（各班 10） 発表 
15 休憩 
115 ワークショップ２ （構成はワークショップ１と同様） 
15 まとめ講義 
  












































現在のような国家による研究助成システムの多くは，19 世紀後半から 20 世紀前半にかけて，国
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C	 研究の社会的インパクトに関するモジュール 
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140 ワークショップ 30 個人ワーク 
60 グループワーク 
10 休憩 




C-3 ELSI ディスカッションモジュール 
教育目標 
科学技術の発展は，時として様々な倫理的，法的，社会的な諸課題を生み出し，人々のライフス









































50 発表（一人 10 分：発表・質疑各５分） 
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3.3	 実際の実施例における組み合わせ 














（C-1）科学コミュニケーション WS モジュール 
 
学融合レクチャー「研究と社会」 






（C-2）研究の社会的インパクト WS モジュール 
 
科学・技術と社会 II 
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フレッシュマン・コース「研究者と社会」（平成 27 年度実施例） 
A．研究者倫理に関するモジュール 最良の研究者像 WS モジュール 
B．研究と社会の関係史講義モジュール 学会・研究者養成制度と研究規範の誕生 
職業研究者の誕生 





	  関するモジュール 
科学コミュニケーション WS モジュール 
 
科学・技術と社会 II（平成 27 年度実施例） 
A．研究者倫理に関するモジュール 研究不正防止 WS モジュール 
B．研究と社会の関係史講義モジュール 研究の社会的インパクト小史 
C．研究の社会的インパクトに 
	  関するモジュール 
ディスカッションモジュール 























	 	 	 	 	 大学と科学者に必要な役割」 
                                                   
13 2011 年度以降は全学を対象に開講。 
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• Giannakopoulou, Parthenia. “Repatriation and reburial of human skeletal  
	 	 	 	 	 remains : Britain and Tasmanian Aborigines.” 
• 佐藤匡浩「小学生を対象とした動物の感染症に関する意識調査」 
• 山道真人「日本の保全生態学研究に於ける現在の傾向と今後の課題」 
• 加藤晋	 「黒人アスレティシズムとは何か」 
• 木島隆之「日本における動物の権利運動と動物実験規制の方向性」 





	 	 	 	 	 	 キャンパスを例として～」 
• 吉田后那「科学教育の歴史的変遷から，今後の科学教育の在り方について考える」 
• 皆藤千穂「日本の博士課程の進路実態・意識の現状」 
• 佐藤亮子「サイエンス・アートが社会に果たす役割～Eduardo Kac の遺伝子組換え 
	 	 	 	 	 アート作品の事例を通して～」 
• 萬歳明香「DTC 遺伝子検査は遺伝子決定論を助長しうるか？」 
• Mpolya, Emmanuel Abraham. “Relative Growth of Science in Terms of Royalties 	  
	 	 	 	 Between 1960-2010: Implications and Way Forward for Africa.” 
• 武田浩平「屋久島の事例から探る開発と自然保護のジレンマ」 
• 森田理仁「ヒトの行動に関する進化生物学的研究と社会の関係：社会生物学論争を 





	 	 	 	 	 	 団ジーンを例に」 
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5.1	 2014 年度 JAXA「研究の将来像ワークショップ（１）」 
	 
実施概要	 
・日時：2014 年 10 月 3 日（金）	 















今回の WS の参加者は宇宙科学専攻の日本人学生 6 名であった。専門分野内訳は以下の通り： 
 














10 分 科学知教員より WS 趣旨・作業内容説明 
60 分 参加者それぞれの個人の研究将来像ポスターの作成（5～10 年後を想定） 
30 分 個人の研究将来像ポスターのプレゼンテーション 
10 分 休憩 
10 分 後半の進め方の説明，グループ分けの相談 
100 分 2 グループに分かれ，共同研究／分野の将来像ポスターを作成 
（10～20 年後を想定） 
15 分 科学知教員による科学技術政策に関するミニ・レクチャー 
5 分 宇宙科学専攻，松原英雄専攻長からのコメント 
















られた。作業後は，1 人 5 分ずつ，各自のポスターのプレゼンテーションを行い，質疑応答が行
われた。 
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共同研究／分野の将来像ポスター 














































冒頭で述べたとおり，本 WS の教育上のねらいは， 
1) 共同研究も含めた中・長期的な研究計画と分野の将来像について企画し，専門外の
人々に研究の意義を伝える力を養うこと  
2) 研究者として自分が提供できる専門性，スキルを再確認させること  
3) 研究を進める上で必要となる社会的基盤や社会との様々な接点について考える機会
を与えること 









                                                   
14	 提示された提案に関しては，ポスターを見て頂いた宇宙科学専攻の先生方にも一定の評価を頂いた
ように見受けられた。 
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今後に向けての提案	  
（１）	 宇宙科学専攻の場合，共同研究像のセッションに少なくとも 2 時間与えるべきである。そ
れで WS 全体が長くなりすぎる場合は，個人と共同研究像のセッションを別の日に設定す
ることも考えられる。 






あったが，次回は dual-use technology の具体例を紹介するなど，宇宙倫理に関する内容
も盛り込むことが考えられる。JAXA 人文・社会科学コーディネータとの連携なども視野
に入れて考える必要がある。 
（５）	 アンケートでは，複数専攻を巻き込んだ共同研究像 WS への関心があるとの回答も見られ
た。今後，こうした方向での展開もありうるが， WS に慣れていない他の専攻を巻き込
む場合，アイスブレークに時間が必要になるかもしれない。 
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フレッシュマン・コースの一部としての実施になる（日本語版は 4 月に実施済み）。 
 
実施概要	 
・	 日時・場所：2014 年 10 月 9 日，10 日の両日，学融合推進センター1F 
・	 概要： 
10/9  午後：「最高・最悪の研究者像」ワークショップ（WS）と研究者倫理の授業 
10/10 午前：科学の社会史の授業 
      午後：科学の倫理的・法的・社会的問題の WS と授業。詳細は以下を参照。 
 
参加者属性・人数 
参加者は全部で 24 名であり，所属専攻の内訳は以下の通りである。 
・	 構造分子科学 5 名 
・	 情報学 9 名 
・	 核融合科学 2 名 
・	 加速器科学 1 名 
・	 基礎生物学 1 名 
・	 生理科学 3 名 
・	 生命共生体進化学 1 名 
 
実施内容	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「最高・最悪の研究者像」WS と研究者倫理 




識が伺われた。二つ目の WS では，「最悪の研究者」の条件を考えてもらった。 
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・	 日時：2014 年 10 月 16 日 
・	 会場：ヤマハつま恋リゾート 
・	 内容：研究不正防止ワークショップ 







参加者は全部で 100 名。内訳は以下の通りである： 
・	 生命共生体進化学専攻 14 名 
・	 基礎生物学専攻 32 名 
・	 遺伝学専攻 29 名 
・	 生理学専攻 23 名 
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達成効果所感	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の双方を洞察することができる」研究者の養成を目的として実施された。 昨年 10 月に続き，宇











日時：2015 年 3 月 6 日 
場所：JAXA 相模原キャンパス研究管理棟 2 階会議室 
 
参加者属性・人数 















10 分 科学知教員によるワークショップ趣旨・作業内容説明 
80 分 参加者それぞれの研究将来像ポスターの作成 
10 分 休憩 
40 分 各参加者による発表（一人 10 分ずつ） 
15 分 科学知教員によるミニ・レクチャー 
15 分 宇宙科学専攻，松原英雄専攻長からのコメント 
（計 2 時間 50 分） 
 
個人の研究将来像ポスターの作成 


























・I find difficulties of detailing my research plan 
・一つ一つ丁寧に考えると，時間もかかるし，まとめるのに苦労した。  





・It helps me to make my ideas clear 
・I get to organize my ideas into a research proposal which can be a guideline for my 	 	  







・ I hope it can continue.  Students or young researchers like me need such kind of advice.  
The lab sometimes is limited in providing info other than academic knowledge. The next 









冒頭で述べたとおり，本 WS の教育上のねらいは，今後２～3 年程度を念頭に， 
1) 自身の研究の将来像を一歩引いた視点で考え，専門外の研究者に，自分の研究の意義を伝































     
 
 
 	 	 	 WS で作成された個人の研究将来像ポスターの一例 
  

































重ねたい。   
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日時・場所	 ４月８日	 於  葉山キャンパス 学融合推進センター1F 
構成	 	 	 	 午前	 「最良の研究者」ワークショップ（WS）と「研究者倫理」講義 
	 	 	 	 	 	 午後	 「研究の社会史」講義。 










10:45-10:50   	 休憩 
10:50-11:20 第一部：研究者倫理（WS プレゼンテーション） 







14:30-14:40  	  休憩 
14:40-16:10 第三部：科学コミュニケーション（WS） 
16:10-16:30  	  休憩 










・	 物理科学 19 名 
・	 高エネルギー加速器科学８名 
・	 複合科学 9 名 
・	 生命科学 11 名 
・	 先導科学３名 








第一部	 「最良の研究者」WS と「研究者倫理」講義 
第一部では，社会における研究者の役割について考察するため，「最良の研究者像」についての
WS を行なった。具体的な構成は以下の通りである： 
10 分 各自のアイデアを，キーワードとしてポストイットに書き出す 
60 分 
グループでアイデアを共有し，模造紙に整理する（新たにキーワードを	    
追加してもよい）。 





                                                   
15 八木絵香，中川智絵「科学技術に関するさまざまな論点を可視化する―科学技術に関する『論点抽
出カフェ』の提案−」Communication-Design, Vol. 4: 47-64, 2011． 














































10 分 各自，課題①と②についてポストイットに書き出し 
20 分 課題①についてグループでアイデアを共有し議論を深める 
20 分 課題②についてグループでアイデアを共有し議論を深める 
15 分 以上の議論をふまえ，課題①と②の答えを１枚の模造紙にまとめる 
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• 第三部の WS は 「フレームの違い」というものをまさに体感でき，かなり参考になりそう
だ。 
写真２．科学コミュニケーション WS の発表ポスター例． 
２．GM 作物研究者側	 １．地元農家側	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• 第三部で学んだ「欠如モデル」がとても興味深かった。 








• WS は学生が主体に参加できていてよかった。 











































































































履修者 属性無回答 教員 ①とても良かった、②ある程度良かった、③どちらともいえない、④余り良くなかった、⑤まったく良くなかった
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おり，講義内容や時間割等について再検討が求められることも明らかになった。 
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日時・場所	 	 2015 年９月１日，２日	  
              於 宇宙航空研究開発機構（JAXA）相模原キャンパス 
単位数	 	 	   １単位 
使用言語	 	 	 英語 
構成	 	 １日目午後	 「責任ある研究行為」講義／「論文撤回」ワークショップ（以下「WS」 
	 	 	 	 	 と記す） 
	 	 	 	 ２日目午前	 「宇宙研究・開発と社会との関係史」講義 
	 	 	 	 	 	 	 午後	 「研究の社会的インパクト」講義と WS 
担当講師 
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構	 技術参与	 堀川康	 
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構調査国際部	 主幹	 杉田尚子	 
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構	 大学・研究機関連携室	 石崎恵子	 
宇宙科学専攻	 准教授	 曽根理嗣	 
生命共生体進化学専攻	 准教授	 伊藤憲二	 
生命共生体進化学専攻	 講師	 飯田香穂里	 
学融合推進センター	 	 	 特任准教授	 菊池好行	 
生命共生体進化学専攻	 助教	 水島希	 
生命共生体進化学専攻	 助教	 大西勇喜謙	 
 —	 71	 —	 
	 
タイムスケジュール 




趣旨説明 （担当：伊藤 10 分） 











第二部 宇宙研究･開発と社会の関係史（180 分） 
１．講義：研究の社会史	 （担当：菊池	 90 分） 
２．講義：日本の宇宙開発政策史	 （担当：杉田先生	 90 分） 
午後 
13:00−17:50 
第三部 研究の社会的インパクト （250 分） 
１．講義：研究の意義とインパクトへの多様な経路（担当：伊藤	 20 分） 
２．ワークショップ：研究の意義と社会的インパクト	 （230 分） 
	 	 	 	 	 情報提供（講義）：堀川先生，曽根先生 
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参加者人数・属性・グループ分け 
・	 正規の履修者	 １名（情報学専攻） 
・	 単位を必要としない学生履修者	 ２名（宇宙科学専攻 科目等履修生１名，東大生１名） 

















ワークショップ１	 作業内容の説明	 15	 
各自でアイデア出し	 15	 
グループワーク	 60	 
発表	 20（各班 10）	 
休憩	 30	 
ワークショップ２	 作業内容の説明	 5	 
各自でアイデア出し	 15	 
グループワーク	 60	 
プレゼンテーション	 20（各班 10）	 
まとめの講義	 15	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図 1. WS１作業風景 図 2. WS１学生班ポスター 
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図 3. WS２作業風景 図 4. WS２発表風景 
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1)	  and	  3):	   ①Strongly	  agree;	   ②Agree;	   ③Neutral;	   ④Disagree;	   ⑤Strongly	  disagree	   	  
2):	   ①Agree;	   ②Disagree	   	  
4):	   ①Highly	  satisfactory;	   ②Satisfactory;	   ③Neutral;	   ④Unsatisfactory;	   ⑤Deeply	  unsatisfactory	  
 	  
1	   1	  
2	  
1	   1	   1	   1	  
1	   1	  
2	  


















①	   ②	   ③	   ④	   ⑤	   ①	   ②	   ①	   ②	   ③	   ④	   ⑤	   ①	   ②	   ③	   ④	   ⑤	  






3)	  Learned	  something	  
for	  future	  career	  
4)	  Rate	  your	  overall	  
experience	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2	   2	   2	   2	  
1	  
1	  
1	   1	  
1	  
1	  
1	   1	  
1	  
1	  








①	  ②	  ③	  ④	  ⑤	  ①	  ②	  ③	  ④	  ⑤	  ①	  ②	  ③	  ④	  ⑤	  ①	  ②	  ③	  ④	  ⑤	  
1)	  Subject	  was	  
interesKng	  
2)	  ExplanaKon	  was	  
clear	  
3)	  Level	  was	  
appropriate	  
4)	  Rate	  your	  
experience	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1)	  Subject	  was	  
interesKng	  
2)	  ExplanaKon	  was	  
clear	  
3)	  Level	  was	  
appropriate	  
4)	  Rate	  your	  
experience	  




















1)	   ～	 3):	   ①Strongly	  agree;	   ②Agree;	   ③Neutral;	   ④Disagree;	   ⑤Strongly	  disagree	   	  
4):	   ①Highly	  satisfactory;	   ②Satisfactory;	   ③Neutral;	   ④Unsatisfactory;	   ⑤Deeply	  unsatisfactory	  
 	  








1)	  and	  3):	   ①Strongly	  agree;	   ②Agree;	   ③Neutral;	   ④Disagree;	   ⑤Strongly	  disagree	   	  
2):	   ①Agree;	   ②Disagree	   	  





1	   1	  
2	  
1	   1	   1	   1	  1	  
1	  














①	   ②	   ③	   ④	   ⑤	   ①	   ②	   ①	   ②	   ③	   ④	   ⑤	   ①	   ②	   ③	   ④	   ⑤	  






3)	  Learned	  something	  
for	  future	  career	  
4)	  Rate	  your	  overall	  
experience	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日時・場所	 2015 年 9 月 5 日，6 日	 於 国立台湾大学 生物科技館（生物工学部） 
構成	 	 	 	  
 
1 日目（9/5）  
13:20-13:50 30（分） 	 コース・イントロダクション 伊藤 
13:50-17:20 210 「研究不正防止」ワークショップ 大西 
 
２日目（9/6）  
09:10-10:40 90（分） 「科学技術の社会史」講義 1 菊池 
10:40-12:10 90 「科学技術の社会史」講義 2 菊池 
12:10-13:20 70 	 昼食休憩  
13:20-17:10 230 「科学コミュニケーション」ワークショップ 飯田 
水島 
17:10-17:20 10 	 コース全体のまとめ 伊藤 
 
国立台湾大学側	 協力講師 
動物科学技術学系	 准教授	 朱有田（Ju, Yu-Ten) 
社会学系	 教授	 呉嘉苓（Wu, Chia-Ling） 
昆虫学系	 教授	 楊恩誠（Yang, En-Cheng） 
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参加者人数・グループ分け	 
一日目の参加者は全部で 20 名（男性 14 名／女性 6 名）であり，研究科をまぜる形で５班に分け
た。二日目は 17 名（男性 12 名／女性 5 名）が参加し，これを４班に分けて「科学コミュニケー
























                                                   
16写真２，３，６，７，11 は朱有田先生提供。	 
17 ワークショップにおける役割分担は，次の文献を参考にした。八木絵香，中川智絵「科学技術に関するさまざ
まな論点を可視化する―科学技術に関する『論点抽出カフェ』の提案−」Communication-Design, Vol. 4: 47-64, 2011． 




































うになった倫理的規範について扱った。具体的には，イギリスにおける Royal Society of London
やフランスの Royal Academy of Sciences 等の学会の成立とその支持基盤（民間／国家），科学者

























要領で作業を行なった（但し，本 WS ではスパイ役を設けなかった）。 
（作業課題） 




























があらかじめ STS の講義を受けていたためと推測される。 














  写真８．ポスター制作風景 写９．ポスター制作風景 
写真 10．発表風景 写真 11．講義風景 


























写真 12．農家側ポスター例 写真 13．科学者側ポスター例 













































































①" ②" ③" ④" ⑤" ①" ②" ③" ④" ⑤" ①" ②" ③" ④" ⑤" ①" ②" ③" ④" ⑤"

































































1)	  &	  3):	   ①Strongly	  agree;	   ②Agree;	   ③Neutral;	   ④Disagree;	   ⑤Strongly	  disagree	   	   	  
2):	   ①Agree;	   ②Disagree	   	  
4):	   ①Highly	  satisfactory;	   ②Satisfactory;	   ③Neutral;	   ④Unsatisfactory;	   ⑤Deeply	  unsatisfactory	  
	 













1)	   ～	   3):	   ①Strongly	  agree;	   ②Agree;	   ③Neutral;	   ④Disagree;	   ⑤Strongly	  disagree	   	  
4):	   ①Highly	  satisfactory;	   ②Satisfactory;	   ③Neutral;	   ④Unsatisfactory;	   ⑤Deeply	  unsatisfactory	  
	 	 









































1)	  &	  3):	   ①Strongly	  agree;	   ②Agree;	   ③Neutral;	   ④Disagree;	   ⑤Strongly	  disagree	   	  
2):	   ①Agree;	   ②Disagree	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日時・場所	 2015 年 10 月 6 日，7 日	 於  葉山キャンパス 学融合推進センター1F 
構成	 	 	 	  
 







(12:10-13:00) 50 昼食  
13:00-18:00 300 研究者倫理 大西 
 
２日目（10/7）  
09:00-10:30 90（分） 研究と社会の関係史 II 伊藤 
10:40-12:30 110 科学コミュニケーション（パート１） 飯田・水島 
(12:30-13:30) 60 昼食  
13:30-16:00 150 科学コミュニケーション（パート２） 飯田・水島 















マレーシア,  1 タイ,  1
参加者人数・属性・グループ分け 
参加者は計 24 名（内在学生が 4 名；男性 20 名／女性 4 名）であり，研究科をまぜる形で５グル
ープに分けた。専攻内訳は以下の通りである。 
研究科別 
・	 物理科学 5 名 
・	 高エネルギー加速器科学７名 
・	 複合科学 6 名 
・	 生命科学４名 

























































190（分） 「最良の研究者像」WS 20（分） 	 導入 
10 	 各自アイデア出し 
70 	 グループ作業 
20 	 休憩 
70 	 発表	 各班 10 分 
（発表・質疑応答各 5 分） 
10 	 休憩 
40 「研究者倫理」講義 

















                                                   
18 八木絵香，中川智絵「科学技術に関するさまざまな論点を可視化する―科学技術に関する『論点抽出カフェ』
の提案−」Communication-Design, Vol. 4: 47-64, 2011． 





































じ要領で作業を行なった（但し，本 WS ではスパイ役を設けなかった）。 
（作業課題） 
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て再検討が求められることも明らかになった。	 









































































































	 	 	 	 	 	 Q1)	  &Q2):	   ①Strongly	  agree;	   ②Agree;	   ③Neutral;	   ④Disagree;	   ⑤Strongly	  disagree	   	  
	 	 





































































































































































































































Q1)&Q3):	   ①Strongly	  agree;	   ②Agree;	   ③Neutral;	   ④Disagree;	   ⑤Strongly	  disagree	   	  
















Q1),	  Q3):	   ①Strongly	  agree;	   ②Agree;	   ③Neutral;	   ④Disagree;	   ⑤Strongly	  disagree	   	  
Q4):	   ①Highly	  satisfactory;	   ②Satisfactory;	   ③Neutral;	   ④Unsatisfactory;	   ⑤Deeply	  unsatisfactory	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日時	 2015 年 12 月３日,４日 
場所	 葉山キャンパス 学融合推進センター２F 
使用言語	 日本語・英語 
参加者	 	 人数）６名 
	 	 	 	 	 内訳）先導科学研究科	 ５名	 複合科学研究科	 １名 
（内留学生 3 名；男性４名/女性２名） 
タイムスケジュール 
 12/3（木） 12/4（金） 
I 9:00-10:30  
ディスカッションモジュール 
II 10:40-12:10  
III 13:00-14:30 
研究不正防止 WS モジュール 研究の将来像 WS モジュール 
IV 14:40-16:10 
V 16:20-17:50 科学の社会的インパクト小史  
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実施内容の詳細	 













13:00 ~13:05 5 (min) 導入 
13:05 ~13:25 20 研究者倫理講義 
13:25 ~14:00 35 ショートエッセイ／意見共有 (20 min /15 min) 
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写真１	 ポスター製作風景 写真２	 ポスター製作風景 













































































9:00-9:10 10 min. 導入 
9:10-11:00 110 映像資料（106 分） 
11:00-11:05 5 休憩 
11:05-11:25 20 個人ワーク 
11:25-12:15 50 全体討論 
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について，それが社会にもたらしうる (i) ポジティブなインパクトと (ii) ネガティブなインパク
ト，そして(iii) 実験材料や人的ネットワーク・地域の人々の許可など，研究を行うために必要な
資源について，それぞれ異なる色のポストイットに書き出し，それらを整理してポスターを制作
した。	   
 









研究の将来像 WS 20 
Step I   研究名 
Step II  ３色アイデア出し 
30 Step III  ポスター制作 
10 休憩 
80 発表（13 分×５人:65min+α） 
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図７	 講義風景 図８	 作業風景 
図９	 作業風景 図 10	 発表風景 
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